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１．はじめに 

 

ノーマライゼーション社会の実現のため、移動に制

約があったとしても外出できる交通システムの構築が求

められている。この交通システムでは、身体的な移動制

約の高い人に対応できる移送サービスが欠かせない。そ

のため、移送サービスを必要する人がどの程度いるかを

明らかにし、現在の交通システムがこれらの人にどの程

度サービスが提供できているかによって、評価を行うこ

とができる。しかし、特に障害者においては、利用した

ことがないなどの理由により、自分が利用可能な交通手

段を認識していないことが考えられる。そこで、筆者ら
1)は日常生活行動の達成可否を質問することにより、交

通手段の利用可否を判断する方法を提案した。本研究で

は、その方法を用い、ケーススタディ地区の移送サービ

スの提供が十分であるかについて評価を行う。具体的に

は、身体障害者の利用可能な交通手段を判断し、移送サ

ービスを必要とする者の数を推測し、実際の移送サービ

スを提供量(利用者数、車両数、提供回数等)と比較を行

った。なお、ケーススタディとして、兵庫県尼崎市を取

り上げた。 

 

２．利用可能な交通サービスを把握する方法 

 

本研究では、回答が容易なよう日常の動作から身体

的な移動制約を表す質問項目を作成する。しかし、１つ

の身体的な移動制約がいくつかの日常動作に影響を与え

ている。加えて、調査の実現性を考慮し、質問数を少な

くする必要がある。そこで、同じ要因を有する項目が交

通サービスの特性ごとに利用可否との関連が高い項目を

選び出す。 

（１）交通サービスの提供方法の分類 

本研究では、交通サービスを「ノンステップバス」

「介助者のないセダン型車両」、「介助者のあるセダン

型車両」、「介助者のある福祉車両」による４つに分類

する。 

 

（２） 身体的な移動制約の状況を表現する項目 

交通サービスを利用する際に必要な「ベッドから車

いすへの移乗」や「車内での姿勢保持」など動作を日常

の動作の中で類する行動を集め、身体的な移動制約の状

況を表現する項目を作成した。加えて、ICF(国際生活

機能分類)2）を参考とし、項目の不足を補った。表－１

に採用した項目を示す。 
 

表－１ 身体的な移動制約の状況を表現する項目 

質問項目 ICFにおける表記 

 質問項目 ICFにおける表記

座位での移乗＊ (d4200) 
体幹部の操作(お辞儀) (d4105) 
座位の保持＊ (d4153) 
段差の上り下り＊ (d4551) 
荷物の持ち運び＊ (d4301)(d4303) 
歩行･走行距離 (d4500)(d4501)(d465) 
障害物の回避 (d4503) 

Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
動
作
を
参

考
に
し
て
抽
出
し
た
項
目 

スロープの上り下り (d4502) 
座位における加速度への対処＊  
補助器具＊  
小走りや早足  
幹線道路の横断  
立位における加速度への対処  
左右に傾いた床上での移動 

 

Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
動
作 

介助者の有無  
無印は「バス車両」「介助者がないセダン型車両」「介助者の

あるセダン型車両」の利用の際に必要な行動を表す。 
＊は、「バス」の利用の際に必要となる行動を表す。 
 

（３） 調査の概要 

交通サービスの利用可否との関連性が強い移動制約

を表す項目を選択するため、身体障害者に調査を把握し

た。交通サービスの利用可否を質問するには、利用した
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ことがある人に質問を行う必要がある。そこで、交通サ

ービスを利用した経験がある可能性が高い、尼崎市の移

動支援制度の受給者に対し、アンケート調査を実施した。 
尼崎市の移動支援制度の受給者にアンケート調査を実施

した。尼崎市では、表－２に示す移動支援制度を提供し

ており、受給資格者は３つの制度の中からいずれか１つ

を受給することができる。 
 

表－２ 制度の種類と車両の形態、受給対象者 
制度の

種類 

市バス特別乗車

証交付制度 

福祉タクシーチ

ケット交付制度 

リフト付き自動

車派遣制度 

車両の

形態 

通常バス車両/

ノンステップバ

ス車両 

セダン型車両 福祉車両 

受給 

資格 
身体障害1～4級 

視覚障害1,2級 

肢体障害1,2級 

内部障害1級 

肢体障害1,2級 

内部障害1級 

 

表－２に示した制度の更新のため、福祉事務所に来

所する障害者または代理人に調査票を配布し記入を依頼

した。調査票は、2004 年3 月、4 月に配布し、半月の

記入期間を設定し、郵送により回収した。配布数は796
 票、回収数は422 票、回収率は53.0%であった。 
障害種別ごとの回答者の構成率は、以下の図－１に

示すようになった。また、障害等級ごとの回答者の構成

率は、以下の図－２に示すようになった。回答者には、

全ての障害種別・障害等級の人が含まれており、大幅な

偏りはなく、障害者の状況を表すサンプルのデータとし

て問題がないものと考えられる。  

有効回答数（389）
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図－１ 障害種別ごとの回答者の構成率 
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図－２ 障害等級ごとの回答者の構成率 

 

（４） 利用可能な交通サービス 

 バスと移送サービスで大きく性質が異なるため、交通

サービスの利用可否は、バスの利用可否と移送サービス

の利用可否に分けて検討した。 
バスを利用した外出の有無および利用の可否は、表

－３に示すように質問し、項目を取りまとめた。 
 

表－３ バスの利用可否の質問項目 
質問項目 取りまとめ項目 

日ごろから使っている  

日ごろ使っていないが、使おうと思え

ば使える。  

日ごろ使っていないが、ノンステップ

バスであれば使える。  

ノンステップバス

を利用可能 

日ごろ使っていないが、介助があれば

使える。 

使うことができない 

回転シートと乗降介助があれば乗れる  

車いすのままで乗れれば乗れる  

車両で移動することができない  

ノンステップバス

を利用不可能 

 
移送サービスを必ずしも利用したことがある人が多

くないため、直接利用可否を質問した場合、正確な回答

が期待できないため、乗用車の利用の実態と利用の可否

を質問することにより、移送サービスの利用可否を検討

することとした。表－４に示すように質問項目を取りま

とめた。 
 

表－４ 乗用車の利用可否と移送サービスの

タイプ別利用可否 
質問項目 取りまとめ項目

無理なく普通の自動車に乗っている  

乗ろうと思えば普通の自動車に乗れる  

介助なしセダン

型車両 

乗降介助があれば乗れる  

乗降介助とシートベルトがあれば乗れる  

介助ありセダン

型車両 

回転シートがあれば乗れる  

回転シートと乗降介助があれば乗れる  

車いすのままで乗れれば乗れる  

福祉車両 

車両で移動することができない  
車両で移動する

ことができない 

 
バスの利用可否と乗用車の利用可否をクロス集計し、

図－３に示した。 

 
「介助なしセダン型車両」を利用可能と回答しなが

ら、「バス（ノンステップバスを含む）」を利用不可能

と回答した人は、9 名であり、「介助なしセダン型車
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図－３ バスの利用可否と乗用車の利用可否 

バスの利用可否 
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両」を利用不可能と回答しながら、「バス（ノンステッ

プバスを含む）」を利用可能と回答した人は、31 名で

あった。この点から、バス（ノンステップバスを含む）

と介助なしセダン型車両を比較した場合、介助なしセダ

ン型車両のほうが利用困難であると考える。また、車両

で移動することはできないとの回答があったが、これら

の人は、福祉車両などで介助を受けながらの移動が必要

であると仮定した。 
以上をもとに、地域交通体系について考察を行う。

地域交通体系において、「バス（ノンステップバスを含

む）」は、乗合を実施できることから、移送サービスと

比較して、１トリップ当たりのコストを抑えることがで

きる。今後の税収入減を考えた場合、最低限度の地域交

通体系を考察することの意義は大きい。そこで、地域交

通体系の最低限度として、バスが利用可能な者にはバス

を提供し、バスが利用できない者に対し、身体の制約の

度合いに応じ、「介助なしセダン型車両」または「介助

ありセダン型車両」または「福祉車両」による移送サー

ビスを提供することを考える。以上から、最も無理をし

た場合に利用可能な交通サービスを知ることが重要であ

る。これをまとめ図－４に示す。 
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図－４ 利用可能な交通サービス 

（５） 身体的な移動制約と交通サービスの利用可能性

の関連性の分析 
身体的な移動制約をあらわす項目の中から、交通サ

ービスの利用可否に強く関係するものを選び出し、調査

すべき項目を明らかにする。そこで、交通サービスの利

用可否を目的変数、「身体的な移動制約を表す項目」を

説明変数とし、数量化二類を実施した。 
具体的には、「身体的な移動制約を表す項目」の中

で組み合わせを行い、組み合わせの中で多重共線性が発

生していないかを検証した。多重共線性が発生しない組

み合わせの中から、最も相関比が高くなる組み合わせを

選択した。 
結果として、各交通サービスの利用可否と関連の強

い 4 つの日常生活動作等から推測が可能となった。こ

れをまとめると、図－５にある判別表となる。判別表に

よる推測と自己申告による回答とを比較したところ(Ｎ
＝334)、正答率は80.5％であった。 
 

３．尼崎市の移送サービスの提供量に関する考察 

 
（１）利用可能な交通サービスの状況 

尼崎市内の身体障害者手帳保持者(1 級～4 級)を対象

に、2004 年に実施したアンケート調査のサンプルデー

タ(Ｎ＝487)を、図－５ に示した判別過程を用い、利用

可能な交通サービスを推測した。その結果、｢ノンステ

ップバス｣、｢介助者のないセダン型車両｣、｢介助者のあ

るセダン型車両｣、｢福祉車両｣を利用可能であると推測

された人の構成率は順に67.7％、2.9％、6.1％、23.3％
となった。 
サンプルデータの属性(年齢層、障害種別、障害等級

ＳＴＡＲＴ

質問項目Ａ

質問項目Ｂ

質問項目Ｃ

質問項目Ｄ

質問項目Ｄ

質問項目Ｂ質問項目Ｄ

質問項目Ｂ

質問項目Ｂ

（ア）

（ウ）

（エ）（エ）

（イ）

（イ）

（ウ）

（イ）

（ウ）

（ウ）

（イ）

（エ）

1、2

1

3

4

2、3

4

1

2

3

3

1、2

3、4
1、2

3

1

2、3、4

1、2、3

4
1

2

2
1、3

Ｃ：移乗
1．無理なくできる
2．手すりがあれば可
3．介助があれば可
4．不可

Ｄ：座位の保持
1．無理なくできる
2．背もたれのあるいすで可
3．背もたれとひじかけのあるいすで可
4．シートベルトがあれば可、不可

◆利用可能な
交通サービス

ア．ノンステップバス
イ．セダン型車両

（介助無し）
ウ．セダン型車両

（介助有り）
エ．福祉車両

（車いすのまま乗
れる）

Ａ：スロープの上り下り
1．無理なくできる
2．手すりがあれば可
3．介助があれば可
4．不可

Ｂ：歩行を補助する器具
1．利用しない
2．歩行を補助する器具のみ
3．歩行を代行する器具

◆質問項目：身体的な移動制約の状況◆

ＳＴＡＲＴ

質問項目Ａ

質問項目Ｂ

質問項目Ｃ

質問項目Ｄ

質問項目Ｄ

質問項目Ｂ質問項目Ｄ

質問項目Ｂ

質問項目Ｂ

（ア）

（ウ）

（エ）（エ）

（イ）

（イ）

（ウ）

（イ）

（ウ）

（ウ）

（イ）

（エ）

1、2

1

3

4

2、3

4

1

2

3

3

1、2

3、4
1、2

3

1

2、3、4

1、2、3

4
1

2

2
1、3

Ｃ：移乗
1．無理なくできる
2．手すりがあれば可
3．介助があれば可
4．不可

Ｄ：座位の保持
1．無理なくできる
2．背もたれのあるいすで可
3．背もたれとひじかけのあるいすで可
4．シートベルトがあれば可、不可

Ｃ：移乗
1．無理なくできる
2．手すりがあれば可
3．介助があれば可
4．不可

Ｄ：座位の保持
1．無理なくできる
2．背もたれのあるいすで可
3．背もたれとひじかけのあるいすで可
4．シートベルトがあれば可、不可

◆利用可能な
交通サービス

ア．ノンステップバス
イ．セダン型車両

（介助無し）
ウ．セダン型車両

（介助有り）
エ．福祉車両

（車いすのまま乗
れる）

Ａ：スロープの上り下り
1．無理なくできる
2．手すりがあれば可
3．介助があれば可
4．不可

Ｂ：歩行を補助する器具
1．利用しない
2．歩行を補助する器具のみ
3．歩行を代行する器具

Ａ：スロープの上り下り
1．無理なくできる
2．手すりがあれば可
3．介助があれば可
4．不可

Ｂ：歩行を補助する器具
1．利用しない
2．歩行を補助する器具のみ
3．歩行を代行する器具

◆質問項目：身体的な移動制約の状況◆

図－５ 利用可能な交通サービスを推測する判別表 



の構成率)と、尼崎市内の身体障害者全体の属性との差

異は小さいので、推測により得られた構成率をもとに身

体障害者全体(1 級～4 級；17,924 人)に単純拡大した。

拡大係数は36.8 であり、結果を表－５に示す。 

 

表－５ 利用可能な交通サービスの予測 

交通サービスの種類 (構成率) 
利用可能な

人数 

ノンステップバス   (67.7％)    12,135 人  
介助なしセダン型車両  (2.9％)    520 人   
介助ありセダン型車両  (6.1％)    1,093 人   
福祉車両   (23.3％)   4,176 人  

合計  (100.0％)    17,924 人  
 

（２）尼崎市内の移送サービスの提供量 

尼崎市内の移送サービスの提供量(利用者数、車両数、

運行回数)を把握するため、移送サービスを提供してい

る可能性が高い、NPO、社会福祉協議会に対してアン

ケート調査を2005 年12 月に実施した。配布団体数は1
0団体であり、回収団体数は9 団体であった。うち、移

送サービスを提供している団体は7 団体であった。ア

ンケート調査の結果を表－６に示す。 

 

表－６ 尼崎の移送サービスの提供状況 

会員数；499人   
利用者数；312人＊） 1.利用者状

況   
利用者内の身体障害者数；120人＊）   
全保有車両数；26台   2.保有車両

状況   保有車両内の福祉車両数；19台  
運行回数；1,246回＊）   3.運行回数

状況＊＊） 運行回数内の通院目的の回数；673回＊） 
＊） 2005.12 の1ヶ月間の利用状況 
＊＊）利用者宅～目的地間の1 往復を1 回に換算 
 

（３）考察 

 a）利用者数からみた移送サービスの提供量 

表－５にあるように、福祉車両でないと外出が困難

であると推計した身体障害者は4,176 人である。 
表－６にあるように、実際に移送サービスを利用し

ている身体障害者数は120 人と少ない状況であった。 
 

 b） 保有車両数からみた移送サービスの提供量 

同様に、福祉車両でないと外出が困難であると推計

した身体障害者4,176 人に対し、移送サービスを行って

いる団体が保有している福祉車両数は19 台である。移

送サービスに用いている福祉車両1 台あたり、単純に2
20 人という計算になる。１人あたりの利用回数を月１

往復とし、１ヶ月30日間運行したとしても、１日当た

り７.3往復となり、達成は非常に困難である。 
 

 c）通院頻度を考慮した考察 

実際のサービスの利用状況を考え合わせる。ここで

は、移送サービスの利用の中心となっている通院につい

て取り上げる。福祉車両でないと外出が困難であると推

計した身体障害者の通院頻度は、アンケート調査(Ｎ＝1
18)から月に2 回に満たない人の割合が52.1％であった。

通院が月に2 回に満たない人に対し、月に2 回満たな

い回数分だけ、移送サービスを利用して通院をすると仮

定すると、必要になる輸送量は4,891 回/月となる。 
表－６に示したように、移送サービスの運行回数は1,

246 回/月、うち通院目的であった回数は673 回/月であ

る。必要になる輸送量を大きく下回った。 
 

４．まとめ 

 

本研究では、尼崎市内の身体障害者の利用可能な交

通サービスを推計し、現在の移送サービスの提供量につ

いて考察を行った。福祉車両を利用した移送サービスに

ついてのみ議論を行った。現在提供されている移送サー

ビスは、福祉車両を移動に必要とする人数やその外出頻

度から考察したところ、少ないことがわかった。 が担

っている提供量は少ないことが分かった。 

今後は、身体障害者以外の移動制約者の利用可能な

交通サービスを推計していく必要がある。さらに、潜在

している通院等の外出頻度についても詳しく把握し、各

交通サービスの需要を捉える必要がある。 
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